
～しっぱいしても だいじょうぶ～
６月３０日の朝会では、絵本の
読み聞かせをしました。「はつめい
だいすき」という絵本です。発明
が大好きな女の子イジーは、羽を
ケガして飛べなくなってしまった
カラスのために、新しい羽をつく

ることを考えました。何度も失敗し、投げ出しそうになりながら
も、おじいちゃんに励まされ、カラスに期待されて、挑戦を繰り
返してついに成功し、カラスは飛べるようになります！

読み聞かせの後、子どもたちには「失敗しても大丈夫」という話をしました。
自分で考えてやってみる、失敗したら何がいけなかったのかを考えて、そこを直して

やってみたり、違うやり方を試してみたりすればいいのです。それを難しい言葉で「試
行錯誤する」といいます。みなさんには、あきらめずに、ねばりづよく「試行錯誤」し
てほしいと思います。
成功したときには大きな喜びを感じることができますし、もし、成功までたどりつか

なかったとしても、たくさんのことを学んで、成長しているのです。
あきらめずに、挑戦するつよい心、すがた、とてもかっこいいです。だから、もし、

だれかが間違えたり、失敗したりしても、絶対に笑ったり、ばかにしたりしてはいけま
せん。挑戦しているかっこいい人を応援しましょう。挑戦できる、つよくてかっこい
い人になりましょう。
「失敗してもいいんだよ、大丈夫」と伝え、子どもたちの挑戦を後押しします。試行

錯誤を見守ったり、励ましたり、時には助言したりしながら学びを支える ということ
を心がけています。発達段階に応じて、安全を確保しつつ、子どもたちのエージェンシ
ーを大事にして成長を支えていきたいと思っています。
夏休みも、子どもたちが様々なことにチャレンジをする機会があると思いますので、

ご家庭でも、ぜひ、子どもたちの試行錯誤を応援してあげてください。

～６月・７月の行事や教育活動の様子～

３・４・５・６年情報モラル講習会 ６／２６（木）
スクールサポーターを講師としてお招きし実施しました。イ
ンターネットやスマートフォンは便利であると同時に、様々な
危険にさらされる可能性があることを、映像や講師の話から学
びました。児童の感想を紹介します。
★個人情報や顔がうつっている写真はだれかに送らない。
★ゲームやアプリをダウンロードするときは大人に聞かないとだめだと学んだ。
七夕集会 ７／３（木）
児童運営委員会の児童が七夕についてのオリジ
ナルの劇を演じました。委員の児童は、自宅から
衣装をもってきたり、動きを練習したりと、楽し
い集会になるよう工夫していました。
劇の途中には「クイズマン」も登場し、七夕に

ついてのクイズを出題しました。子どもたちは、
劇やクイズを通して、楽しく伝統行事に親しんでいました。
最後は、子どもたちや教員が七夕の願い事を発表しました。
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３年万引き防止教室 ７／４（金）
スクールサポーターと担任とでロールプレイしながら、
友達に万引きをしようと誘われた場面について、どんな
気持ちか、どうすればよかったかなどについて考えまし
た。万引きは犯罪であることを認識し、「人のものと自分
のものをしっかりと区別すること」「ルールを守ること」
「よいことと悪いことの判断をしっかりすること」を日頃から心がけることが大切で
あると教えていただきました。児童の感想を紹介します。
★万引きはぜったいやっちゃいけないことだと知った。友だちにさそわれてもやらない。
★万引きはいけないんだと心から思った。
第２回学校運営協議会 ７／８（火）
ＣＳディレクターから１学期のCS活動について説明し、その後、委員さんよりご意
見をいただきました。委員さん方は、日頃から子どもたちの様子をよく見てくださっ
ていて、成長やよさを伝えていただいたり、安全面で心配なことについてお話しいた
だいたりしました。また、「さらにボランティアを増やす活動をしたい」などの力強い
お言葉もいただきました。
その後、６年生の子どもたちを交えての熟議（ﾃｰﾏ：地域と一緒に楽しめる運動会に

するために、スローガンの言葉や競技を考えよう）を行いました。４つのグループﾟに
分かれ、委員さんと子どもたちがそれぞれに自分の意見を述べた後に、似ている考え
ごとにまとめ、６年生が全体の前で発表しました。
今後、この意見を基にキーワードを指定して全校にスローガンの案を募集したり、

地域の方とできる競技を決めたりしていきます。みんなで創る運動会が楽しみです。

着衣泳教室 ７／１０（木）
まず、朝行事の体育集会で、水難防止のための基礎知識につい
て動画を見て学びました。その後、消防署員を講師に、２校時に
１･２･３年生、３校時に４･５･６年生がプールで服を着たまま水
に浮く動きや、ライフジャケットの使い方を学びました。もしも
の時には、動いたり騒いだりして体力を消耗しないように「うい
てまて」を忘れず、静かに待ちます。救助が来た時には、見つけ
やすいように、みんなで手をつないで大きな円をつくります。ま
た、溺れている人を見つけた時には、自分で助けようとせず、「う
いてまて」と伝えて、ペットボトルのような浮く物を投げてあげ、
助けを呼びに行くことも学びました。
ＳＯＳの出し方授業 ７／１１（金）
不安や悩み（心のモヤモヤ）の解決方

法として、誰かに相談する（ＳＯＳを出
す）ことはとても大切なことです。低・
中・高学年ごとにＳＯＳを出すことのよ
さや相談するときのポイント（「どんな
ことがあったか」「どう思ったか」「どう
したいか」を伝える）について学び、練
習しました。
低学年は、最後にｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰより、まとめのお話を聞きました。

あたたかく やさしく
たくましく ねばりづよく


